我が 人生観 

(七) 芥川賞 殺人犯 人 

坂 口 安吾 



通人 通 家 は 友 だち を 大事に する。 ただ 友 だち である 

ために、 である。 人情に よって、 そうで ある。 そして、 

友 だち の 力 タキ を 憎む。 友 だち の 力 タキで あるた めに、 

である。 世に 力 タキ ほど 可愛い もの はない という。 友 

だち の 秘中の 心事 は 案外そう であった かも 知れない。 

しかし、 そこまで 目 をと どかせる 必要 はない。 通人ぐ 

らい、 目のと どかぬ もの はない。 人情に よって、 故障 

だらけ だ。 

「トマ サンの 一生」 なる 小説 は、 まことに、 故障 だら 

けで ある。 一読、 抱腹絶倒。 だって、 そうじゃ ないか。 

チン ピラ 女学生の、 ネ バァ. ハツ プン まがいの 密書 を 



こし、 ちごう。 作者と 作 中 人物が 一 心 同体の 親友で あ 

る ことに 変り はない が、 トマ サンと 作者が 現世の 親友 

であるに よ つ て その 作 中に 於ても 親友で あるのと はち 

がって、 全人 間への 愛情と、 全人 間への 肯定に よって、 

作 中に 於て 了 $ 同体の 親友な ので ある。 トマさん の 現 

世の 友情に よって、 トマ サンの 力 タキが 作 中の 力 タキ 

であるよ うな こと は、 あり 得ない。 文学 上の 大 傑作 は 

「トマ サンの 一生」 と同じように 実に 目のと どかない 

作品で あるが、 現世の 人情に 盲いて 目が とどかな いの 

ではなくて、 技法に よって 百 千の かゆい ところ を 黙殺 

している だけの 相違で ある。 



ない トン デモ • ハツ プンの 姐御 を、 本気で 目の 力 タキ 

にす るの は、 大人げない。 蓋し、 通人 通 家と いう もの 

は、 身勝手な 小言 幸兵衛 で、 甚 しく 大人げない 存在で 

も あるら しい。 論語よ みの 論語 知らず と 云う が、 ヮケ 

知りの ヮ ケ 知らず と いうべき か。 通人 通 家 はャカ ン 頭 

に 湯気 を 立てが ちの もので も あるら しい。 そこが 御 愛 

嬌 でもあろう か。 旦那 も 姐御 も、 ワカ ラズ屋 という 点 

では、 甲乙ない。 しかし、 姐御が 筆の 隙間から、 目の 

さめる ような 酷薄 ムザン な 正体 を さらけだ すのに くら 

ベ ると、 旦那 はャ カン 頭の 湯気 をポ ッポッ とさら けだ 

している だけで、 トン デモ . ハツ プンの 姐御に 円みが 



ないだ け、 イキがいいし、 目 ざまし い。 この 殺人事件 

を 法廷で 争う と、 とても 通人の 旦那に 勝 味 はない。 

由 起しげ 子さん の 話に よると、 彼女の 良人た る (あ 

るい は 離婚せ る や を 知らず) I 画伯 は、 アイツが 芥川 

賞になる なら、 ォレが なれない はず はない。 アイツの 

こと を 書いて 芥川賞 を もらって みせる、 と、 小説の 製 

作に とりかかつ たという 話で ある。 

大 そう 面白い 話で あるから、 

「本当に 芥川 賞が とれる ような 小説が できる と 愉快 だ 

な。 書け そうです か」 

「とても 利口で 器用な 人です。 何 を やっても、 私より 



もす ぐれて ますから、 小説 も 私より は 上手に きまって 

います。 私が 芥川賞 を もらった ぐらいで すから、 もら 

える にき ま つ て います」 

と、 彼女 は ニコ リ ともせず 答えた。 私 はさ ッ そく 某 

誌の 編輯 者に、 

「I さんのと ころへ 小説 を もらいに 行きた まえよ。 面 

白そう な 小説が できる らしい ぜ」 

とケシ かける と、 彼 も 大乗 気で 出かけた 害で あるが、 

その後の 成 行に ついては、 まだ 聞いて いない。 I さん 

が 大人げな いと 断念した のなら、 まことに 残念 だ。 芥 

川 賞 事件 も 殺人から 民事事件に 及んで、 誰が ヮガ ママ 



く、 偶然 巴 里で 一夜 顔を合わせた 程度で、 トマ サンの 

ひととな リ 

為人 を 理解で きる 害 はな い。 

しかし、 「トマ サンの 一 生」 に 於て、 彼女が 悪役の ィ 

ケニ ェにナ マで 供せられ ている 如く、 彼女の 小説 中に 

於て、 彼女の 姉 夫婦が 超 特別の 善人 待遇で あるに 反し 

て、 トマ サンの 悪役 待遇 はナ マの 感情 をム キダシ に、 

やはり 血の ィケニ ェ では ある。 

二 ッの作 中の トマ サンに たった 一 つの 共通して いる 

ところ は、 離婚 は トマ サンの 意志ではなくて、 トマサ 

ンは その 母 や 姉の 意に したが つ たらしい という こと。 

由 起しげ 子が それ を B じている かどう かで なく、 とに 



かく 彼女の 死せ る 姉 はそう 思って いたらし い。 あるい 

は トマ サンに そう 「思わせられた」 のか も 知れず、 菅 

原 通人 とても トマ サンに まんまとそう 「思わせられた」 

と 疑る ことができな いわけで はない。 人間の 一生に は、 

銘々 がみん な それぐ らいの ゥソ をの こして 墓へ しけ こ 

む もので は ある。 それぐ らいの ゥソ はまこと に 可憐 千 

万で あり、 当事者 以外 は 腹 を 立てる 筋合の もので はな 

ヽ o 

レ 

私 は トマ サンなる 遊び 好きの 旦那が、 自分の 意志で 

もな く 肉親の 意に したがって 愛する 女房 を 離 絶し、 そ 

の 後 は悶々 として、 一生 女房の 面影 を 忘れ 得なかった 



などと いうの は、 てんで 信用が できない ので ある。 ト 

マサン 自身が そういう 甘 さ を 愛して、 その 伝説の 中に 

自ら 籠城した のか も 知れない が、 人間と いう もの は、 

本人が 自らそう 思い こむ にしても、 そう 思い こまない 

半面の 人生 も 併存し、 決して そんなに 甘い 人間が 実在 

する もので はない。 

かりに これが 事実と すれば、 この 殺人事件の 犯人 は、 

本人の 意志で もない のに 恋女房 を 離婚 させた 肉親に 最 

大の罪 ありと 断ず ベく、 次に それに 同意した トマ サン 

自身が 共犯で、 同罪 也と 云わざる を 得な かろう。 法文 

学 的に 判断す ると (法医学と いうの が あるから、 法文 



学と いう もの も あ つても よ いこと にさせて もらおう) 

原告の 告訴 状から は、 一 昔 前の トン デモ • ハツ プン女 

学生が 今日に 至り、 芥川 賞の 女流 流行作家 となって 一 

管の 筆に よ つ て 敵の 息の根 をた ち ゥラミ を 晴らした と 

いう 大 ドラマ は、 私が 一人の ャジゥ マと して その 事実 

ならん こと を 切に もとめて いるに しても、 とても 真実 

と 認定 できが たいよう である。 

かと 云って、 菅原 通人の 告訴 状が 怪しからん などと、 

小生 は 決して 思わない。 由 起しげ 子が 手前の こと をタ 

ナ にあげて 警視総監 や 他人に も 両手に ニッも 荷物 をぶ 

ら さげられな いという 理由が あ つ て 然るべき こと を 没 



却して カンカン 立腹して いても、 別に 悪い と は 思わな 

い。 わかった ような 顔 をした つて、 どうせ 人間 は ワカ 

ラズ屋 で、 手前勝手 なの だ。 せいぜい ハデ にやるべし。 

両手に ニッも 荷物が もてる かい。 しかし、 お前が もて 

ない ことがある もの か。 この 唐変木め。 ガン バレ。 負 

けるな。 

トマ サンみ たいに 自殺す るの が、 結局、 負ける とい 

うこと だ。 負け犬 は そッと 埋めて やれば いい もの を、 

お 通夜の 枕元で 酔つ ばらって ハツ プン する 旦那 方 も I 

I しかし、 無邪気で、 勇し いな。 泉 岳 寺の 四十七士な 

どで も、 根 はそんな 風に して ハツ プン した ものの よう 
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